



















































中丘隅（1662 〜 1730）が作成、荻生徂徠 2 が推敲した碑文が刻まれている。同
碑の調査で先行していた「足柄の歴史再発見クラブ」の活動に触発されて、筆





禹王サミットが開催された。2012年 10月には、群馬県の片品村 3 で第 2回、第
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3 回は 2013 年 7月に高松市 4 で催し、治水神・禹王研究会が設立された。第 4
回は 10月 17 〜 18 日に広島市 5 で開催される予定であったが、開催直前の豪雨
による土砂石流の災害によって実開催を見送った。第 5回は 2015 年 9 月、大
分県臼杵市6で開催された。同市には日本に一つしかない、中国起源の農業の神・
后稷とコラボレーションした「大禹后稷合祀石碑」（1740 年建立）がある。そ
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自作の神農像が床の間に飾ってあった。高さ 33.0 センチ、幅 21.5 センチの大
きさの彫刻で、1875 年、長八の還暦記念した作品である。この作品が時には


























られる恒右衛門（本名：恒太郎）は 1834 年生まれで 1884 年に亡くなった。天
井漢詩が書かれたと推定できる時代には、恒右衛門はまだ 10 代である。よっ
て、天井漢詩は先代、つまり県議経験の恒右衛門でなく父親の恒右衛門（本名：





















　元日の朝 9時から 1時間ほどの間に約 30 人の初詣が数えられた。春には小
学生になるらしい子も母に連れられて拝んでいる。杖をついた白髪の年長者
もいた。山田宮司によると、2014 年の初詣の参拝者は 300 人くらいだという。
大川地区のほとんどの人が参詣していると考えられる。別荘住まいの人々も
かなり多いといわれる。










だ い う か い し ゅ ぼ う び ず
禹戒酒防微図」の日本伝来の脈略を探る
　同題の小論の一部は 2013 年 7 月、北京・故宮研究院の主宰する宫廷典籍と
東亜文化交流国際学術研究会で「日本の大禹戒酒防微图小考」として発表し、
同研究会が発刊した『宫廷典籍と東亜文化交流国際学術研究会論文集 2013』と、
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ら成り、計 65万字あまりで、唐・文宗の太和 4年（830 年）に完成した。『周易』
『尚書』など 12種の経書が収められた中に、『尚書』「大禹謨」の主人公である




　2013 年の冬、天皇の誕生日講話を話題にしたNHKの番組 8 で、自然災害の
8	 2013 年 12 月 23 日に放送された「天皇誕生日　傘寿を迎えられて」という 45 分間
の番組にて、陛下のこれまでの歩みや被災地支援、平和への思いなどを関係者の証
言を交えて伝えている。










よりも優れている」。女帝・元明天皇の在位は、707 〜 715 年であった。










































































































地域 建立年 史跡名 都道府県名
関東 江戸期 禹廟 栃木県
関東 1849 大禹像碑 埼玉県
関東 1708 文命聖廟 埼玉県
関東 1721 河村君墓碣銘並序 神奈川県
関東 1726 文命東堤碑・文命宮　文命西堤碑・文命宮 神奈川県
中部 1797 富士水碑 山梨県
中部 1752 禹余堤・禹余石 長野県
中部 1838 禹王木像 岐阜県
中部 1837 禹王像画掛軸 岐阜県
中部 江戸期 「禹王さん」 岐阜県
中部 江戸末期 大禹王尊掛軸 岐阜県
中部 1819 水埜士惇君治水碑 愛知県
近畿 1719 夏大禹聖王碑 大阪府
近畿 1674 島道悦墓碑 大阪府
近畿 1753 小禹廟 大阪府
近畿 1823 金坂修道供養塔碑 兵庫県
四国 1637 大禹謨 香川県
九州 1819 明春寺鐘銘 佐賀県
九州 1740 禹稷合祀の壇と大禹后稷合祀石碑 大分県
九州 1740 禹稷合祀碑記 大分県
九州 1838 不欠塚 大分県
九州 1859 水天之碑 鹿児島県
※美術館・御所に保管されている禹王の掛軸や像などは除外している。






















承応、嘉永、明治 7年・17 年、大正 8年・12 年・15 年、昭和 18 年・20 年の














































































1894 〜1972 年の 78 年間の18 遺跡を年代順に紹介する一覧（大脇良夫作成）

























































































































『NARASIA東アジア共同体』、丸善、2010 年 6 月 15 日、pp.393-395
王敏「日中韓の歴史的文化的共有性 - 東アジア文化圏の接点 -」、『国際日本学とは何か？
　東アジアの中の日本文化 - 日中韓文化関係の諸相 -』、法政大学国際日本研究セン




共的良識人》11 月号、2012 年 11 月
王敏「＜治水の神＞日中の懸け橋　古代中国の王＜禹＞をたどる」、『朝日新聞』、》2013
年 6 月 17 日
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日本禹王遺跡一覧       治水神・禹王研究会禹王遺跡認定委員会編 





遺跡名称 年代等 所在地 河川名等 通
番 
A 1 禹甸荘碑 1988 昭和 北海道 千歳川支流瞼渕川 1 
A 2 川村孫兵衛紀功碑 1897 明治 宮城県 旧北上川 2 
A 3 大禹謨 2001 平成 秋田県 矢島（歴史交流館）子吉川 3 
A 4 大町新渠碑 1880 明治 山形県 相沢川 4 
A 5 大禹之碑 1862 江戸 宮城県 鳴瀬川 5 
B 1 禹廟 江戸期 江戸 栃木県 鬼怒川 6 
B 2 大禹皇帝碑 1874 明治 群馬県 片品川 7 
B 3 禹王之碑 1919 大正 群馬県 利根川水系泙川 8 
B 4 大禹像碑 1849 江戸 埼玉県 江戸川 9 
B 5 文命聖廟 1708 江戸 埼玉県 元荒川 10 
B 6 船橋随庵水土功績之碑 1895 明治 千葉県 利根川 11 
B 7 古市公威像 1937 昭和 東京都 （東京大学正門） 12 
B 8 大禹像画（歴聖大儒像） 1632 江戸 東京都 （林羅山邸湯島聖堂） 13 
B 9 人力車発明記念碑 1900 明治 東京都 台東区谷中(長明寺)隅田川 14 
B 10 西田明則君之碑 1923 大正 神奈川県 東京湾 15 
B 11 河村君墓碣銘 1721 江戸 神奈川県 鎌倉(建長寺) 16 
B 12 文命東堤碑・文命宮 1726 江戸 神奈川県 酒匂川 17 
B 13 文命西堤碑・文命宮 1726 江戸 神奈川県 酒匂川 18 
B 14 神浦堤成績碑 1870 明治 茨城県 利根川水系小貝川 19 
B 15 導水遺蹟碑 1806 江戸 栃木県 小貝川水系元川 20 
B 16 幸田露伴文学碑 1990 平成 東京都 江戸川 21 
B 17 新梁之碑 1866 江戸 埼玉県 旧利根川 22 
B 18 白井小衛門高須築堤回向碑 1826 江戸 茨城県 梶無川 23 
B 19 小久保喜七君頌徳之碑 1926 大正 茨城県 利根川 24 
B 20 渡良瀬川治水紀功碑 1926 大正 茨城県 渡良瀬川 25 
B 21 堤記 1726 江戸 神奈川県 酒匂川 26 
B 22 文命御宝前（手洗鉢・東堤） 1727 江戸 神奈川県 酒匂川 27 
B 23 文命大明神御宝前  1727 江戸 神奈川県 酒匂川 28 
B 24 奉再建文命社御宝前(東堤) 1807 江戸 神奈川県 酒匂川 29 
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B 25 文命橋 1931 昭和 神奈川県 酒匂川 30 
B 26 文命用水碑 1936 昭和 神奈川県 酒匂川 31 
B 27 文命隧道（額碑） 1933 昭和 神奈川県 酒匂川 32 
B 28 開成町立文命中学校 1947 昭和 神奈川県 酒匂川 33 
B 29 新文命橋（文命隧道出口） 1971 昭和 神奈川県 酒匂川 34 
B 30 文命橋（文命隧道入口） 1983 昭和 神奈川県 酒匂川 35 
B 31 文命御宝前（手洗鉢・西堤） 1727 江戸 神奈川県 酒匂川 36 
B 32 文命堤床止工 1971 昭和 神奈川県 酒匂川 37 
B 33 関東大震災記念碑（西堤） 1924 昭和 神奈川県 酒匂川 38 
B 34 文命用水放水門   昭和 神奈川県 酒匂川 39 
C 1 富士水碑 1797 江戸 山梨県 富士川 40 
C 2 禹除堤・禹除石 1752 江戸 長野県 天竜川 41 
C 3 句佛上人句碑 1928 昭和 新潟県 信濃川 42 
C 4 砂防記念碑 1936 昭和 新潟県 魚野川 43 
C 5 九頭龍川修治碑 1912 明治 福井県 足羽川 44 
C 6 和田光重之碑 1879 明治 岐阜県 揖斐川水系牧田川 45 
C 7 禹王木像 1838 江戸 岐阜県 揖斐川 46 
C 8 禹像画掛軸 1838 江戸 岐阜県 揖斐川 47 
C 9 禹王さん 灯籠 江戸期 江戸 岐阜県 揖斐川 48 
C 10 大禹王尊掛軸・同祠堂 江戸期 江戸 岐阜県 揖斐川 49 
C 11 禹功（閘）門 1903 明治 岐阜県 大榑川 50 
C 12 大槫川水門改築記念碑 1954 昭和 岐阜県 大榑川 51 
C 13 禹功徳利 1900 明治 愛知県 木曽川 52 
C 14 水埜士惇君治水碑 1819 江戸 愛知県 庄内川水系新川 53 
C 15 禹金像 1631 江戸 愛知県 （徳川美術館） 54 
C 16 大塚邑水路新造碑 1797 江戸 山梨県 笛吹川 55 
C 17 加治川治水碑 1913 大正 新潟県 阿賀野川水系加治川 56 
C 18 禹泉江・禹泉用水 1716～1735 江戸 新潟県 加治川 57 
C 19 岸本君治水碑 1856 江戸 新潟県 国府川 58 
C 20 足羽宮之碑 1830 江戸 福井県 足羽川 59 
C 21 金森吉次郎翁寿像記 1923 大正 岐阜県 揖斐川 60 
C 22 大禹謨 2004 平成 三重県 伊賀上野（正崇寺）木津川 61 
C 23 大川三島神社拝殿天井漢詩 1853 江戸 静岡県 東伊豆町(大川三島神社) 62 
Ｃ 24 関田嶺修路碑 1849 江戸 新潟県 上越飯山線県境 63 
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Ｃ 25 禹之瀬河道整正事業竣工の碑 1995 平成 山梨県 富士川 64 
C 26 地平天成碑 1997 平成 岐阜県 木曽川水系四ツ目川 65 
C 27 大聖禹王廟碑 1809 江戸 長野県 天竜川 66 
C 28 天流功業義公明神碑 1809 江戸 長野県 天竜川 67 
C 29 大窪邨中邨氏懇田硯記碑 1792 江戸 長野県 天竜川 68 
C 30 金森吉次郎墓碑 1930 昭和 岐阜県 揖斐川 69 
Ｄ 1 禹王廟 （現存せず） 1228 鎌倉 京都府 鴨川 70 
Ｄ 2 大禹戒酒防微図 （襖絵） 1855 江戸 京都府 (京都御所)鴨川 71 
Ｄ 3 黄檗高泉詩碑 1924 大正 京都府 桂川 72 
Ｄ 4 夏大禹聖王碑 1719 江戸 大阪府 淀川 73 
Ｄ 5 澱河洪水紀念碑銘 1886 明治 大阪府 旧淀川［大川］ 74 
Ｄ 6 修堤碑 1886 明治 大阪府 淀川 75 
Ｄ 7 明治戊辰唐崎築堤碑 1890 明治 大阪府 淀川 76 
Ｄ 8 淀川改修紀功碑 1909 明治 大阪府 淀川 77 
Ｄ 9 島道悦墓碑 1674 江戸 大阪府 旧中津川[淀川] 78 
Ｄ 10 大橋房太郎君紀功碑 1923 大正 大阪府 淀川水系寝屋川 79 
Ｄ 11 治水翁碑 1923 大正 大阪府 淀川水系寝屋川 80 
Ｄ 12 小禹廟 1753 江戸 大阪府 大和川 81 
Ｄ 13 金坂修道供養塔銘 1823 江戸 兵庫県 加古川水系柏原川 82 
Ｄ 14 長松屋台の露盤 2010 平成 兵庫県 姫路(魚吹八幡宮)揖保川 83 
Ｄ 15 益田池碑銘並序 (復刻) 1900 明治 奈良県 高取川 84 
Ｅ 1 修堤之碑 1908 明治 岡山県 旭川水系誕生寺川 85 
Ｅ 2 篠田・大岩二君功労記功碑 1896 明治 鳥取県 日野川水系 86 
Ｅ 3 大禹謨 1637 頃 江戸 香川県 香東川 87 
Ｅ 4 大禹謨 1972 昭和 広島県 太田川 88 
Ｅ 5 大町村用水釜乃口石ふみ 1852 江戸 愛媛県 加茂川 89 
Ｅ 6 潮音洞 1681 江戸 山口県 錦川支流渋川 90 
E 7 鰐石生雲碑 2014 平成 山口県 椹野川/ふしのがわ 91 
E 8 禹余糧石     岡山県 足守川 92 
Ｆ 1 明春寺鐘銘 1819 江戸 佐賀県 嘉瀬川 93 
Ｆ 2 禹稷合祀の壇 1740 江戸 大分県 臼杵川 94 
Ｆ 3 禹稷合祀の碑，同碑記 1740 江戸 大分県 臼杵川 95 
Ｆ 4 不欠塚 1838 江戸 大分県 臼杵川 96 
Ｆ 5 水天之碑 1859 江戸 鹿児島県 大浦川 97 
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Ｆ 6 区画整理竣工之碑 1989 平成 鹿児島県 大浦川 98 
Ｆ 7 宇平橋碑 1690 江戸 沖縄県 長堂川 99 
Ｆ 8 宗像堅固墓碑 1884 明治 熊本県 方原川 100 






遺跡名称 年代等 所在地 河川名等 
 
A １ 禹父山（地名） 江戸期 江戸 福島県 阿武隈川  1 
C １ 禹の瀬   山梨県 富士川 2 






遺跡名称 年代等 所在地 河川名等 
 
C １ 奉納北越治水策図解 1898 明治 新潟県 弥彦神社  1 
C 2 禹門の額   富山県 黒部川第４発電所 2 
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<ABSTRACT>
A Historical and Cultural Connection between Japan and 
China: In the Case of Memorial Customs of Dayu
WANG Min
Dayu is the emperor of China’s earliest dynasty, the Xia Dynasty. This 
paper explains the cultural background of how Dayu was introduced to Japan, 
and the history of how he became the God of water control in Japan. The 
famous painting of Dayu in which he is exhorting people on quitting alcohol, 
has been a masterpiece of the Imperial palace in Kyoto. This fact is highlighted 
in this paper as the author examines and compares the key characteristics of 
that period of the history of Japan. The author also uses this study on Dayu 
in Japan as an entry point to illustrate the continuous influence of folk beliefs 
on Japanese identity. This new perspective is an expansion to the study of a 
historical and cultural connection between Japan and China.
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